
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようやく暑かった夏が終わり、少し過ごしやすくなりましたね。まだまだコロナへの警戒を緩めることが出来ませ

んが、施設や里親さんのお家で生活する子どもが、夏の思い出を胸に２学期も元気に過ごしてもらいたいです。 

今号では、イベントの報告、コロナ禍でいつもと違う実習の取り組み、特別養子縁組の実習の様子をお伝えします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みずいろ通信 

    Vol．10 

★4Sのイベント告知コーナー★  クレオ大阪中央男女共同参画セミナー  

「地域で支え合おう 家庭で暮らせない子どもの今を理解する ～さとおやってなあに？～」 

日時 10月２４日（日）10時～１２時 

（終了後～１５時まで里親相談会開催） 

場所 クレオ大阪中央 

講師 里親支援専門相談員 

  

２０２１年

９月発行 

                             

Q 週末里親と養育里親の違いはなんですか？ 

A 週末里親は施設で生活する子どもへ家庭生活の体験が目的のボランティアです。マッチングが

あればその子が施設を卒業するときか、家庭に帰るまでの月に１～2度お家に迎えてもらいます。 

養育里親は 24時間 365日お家で一緒に生活するので養育にかかる手当ても支払われますし、里

親登録の必要があります。登録には研修や実習、訪問調査を経て 1年ほどかけて進んでいきます。 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆イオン野田阪神店にて里親相談会に参加しました☆ 

日時 7/20（火）17：00～19：30  

場所 イオン野田阪神店３階 

 

7/20（火）17：00～19：30 1組の参加がありま

した 

 

く

くじ引き・パネル展・リーフレット配布 

今年で 5年目になりました！ 

足を止めてくださる方も多く、くじ引きでは 

特賞が出ると大盛り上がりでした。 

受講料無料 定員：先着 20名 

要申し込み 申し込みはクレオまで 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里親登録前研修は、3日間の座学を受けた後、児童養護施設か乳児院で２日間の施設実習をします。四恩学

園乳児院では、コロナ感染予防の為、クラスに入って子どもと関わる時間が制限され、短くなってしまいま

した。その時間を補うため、子どもの好きな絵本紹介などをしています。  

ライフストーリーワークにおすすめ 

こどもたちに人気の絵本 

 擬音大好き！ 
繰り返し大好き！ ストーリーを楽しんで！ 

赤ちゃんにとって絵本はコミュニケーションの始まりです。 

喜怒哀楽を感じること、心の変化を知ることで感情が豊かになります。 

 

養子縁組で親子になっていく経過で真実告知は必要なステップであると言われています。生い立ちを整

理する取り組みをライフストーリーワークと言い、最近は年齢や理解力に合わせて各施設も取り組みを

始めています。小さいお子さんにも読み聞かせできる絵本を紹介します。ご家庭や年齢に合った絵本を

選んでみてください。タイミングに悩むときは関係機関や 4Sにご相談くださいね。 

○編集後記○ 

家庭訪問に行けず、里親さんに電話で様子をお聞きすることも増えま

した。この期間中もこどもたちは成長しています。嬉しいこともしんど

いこともたくさん聞かせてくださいね。（半田・原田・宮原・松木） 

お問い合わせ先 

一般社団法人 大阪市児童福祉施設連盟 

里親支援委員会（事務局：聖家族の家 

06-6699-7221 担当：萱津・松本） 

特別養子縁組の実習の様子 ☆A君と里父母さん☆初めて会ったとき、里父母さんが拍子抜けするほど一緒に遊ぶA君。

やっと A 君と出会えたことが嬉しくて目に涙を浮かべる里父母さん。人見知りすることなく里母さんにべったり。です

が、しばらくして試し行動を出すようになり、ご飯の時に座らない、声掛けとは反対の行動をする、そんな日が続き里母

さんは「お話を聞いてくれないし、嫌われているのでしょうか？」と不安な思いを職員に打ち明けました。A君は何をし

て遊んだか、里父母さんが大好きとよく言っていることを伝え、里父母さんは諦めずに関係づくりを頑張られました。少

しずつ自信がついた里母さんは A 君が何をしても「お母さんが好きなことは知っているんだから！」と笑顔で対応する

ように。実習後半には A 君が里父母さんを泣いて後追いする様子がありました。実習を終えるころには、里父母の手を

ぎゅっと握り、笑顔で帰りました。お家では、A君にとって初めての経験の連続で「これは？」「なんで？」と質問の嵐。

「ずっと聞いてくるので大変です」と言いながらも、お家に子どもがいなかったらできない経験と割り切り、飽きるまで

付き合ったと話す里母さん。電話をかけると「お家に遊びに来てもいいよ！」と自分の家を自慢する A君でした。 


